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これから次第に寒さが増してくる中、暖房器具等の火気を使用する機会が多くなるため、火災発生の
危険性が高くなります。 
このため、11月9日から一週間「秋の火災予防運動」が全国的に実施されます。 
自分の職場や家庭が火災になると思っている人はいませんが、火災はちょっとした油断や不注意から

発生しています。 
会員事業所におかれましても、この機会を通じて職場の防火を推進していただくため、防火管理者等

が中心となって次の事項を励行し、火災のない明るい職場づくりに努めましょう。 

○ 消火、通報、避難訓練の実施       ○ 火気使用設備、消防用設備等の点検整備 
○ 階段や通路などの避難経路の安全確保   ○ 全従業員に対する防火教育 
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◎スプレー缶の誤った取扱いによる火災が、下関市内でも本年中に3件発生しています！ 

・屋内の火気の近くでスプレー缶に穴を開けたため、噴出したＬＰガスに引火した。 

・石油ファンヒーターの温風吹出口前に、スプレー缶（殺虫剤）を置いていたため、過熱さ 

れ内圧が上昇し破裂、可燃性ガスが漏れ、石油ファンヒーターの火が引火した。 

 

＊スプレー缶製品の使用前に、記載されている注意事項等を必ず確認する。 

＊高温となる場所や直射日光と湿気を避けて保管し、厨房・暖房器具等の火気の付近では使用 

しない。 

＊下関市でスプレー缶を廃棄する場合は、必ず中身を使い切り、火気のない通気性の良い屋外 

 で穴をあけ、指定するごみの分別区分で廃棄する。    
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出火原因＊その他の火災とは、建物・林野・車両・船舶・航空機以外の火災で空地

や田畑の雑草、電柱、ゴミ類等を焼損したもの。 
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● 危険物施設における火災・流出事故発生件数及び危険物施設数の推移 

危険物施設における火災及び流出事故件数は平成 19年の 603件（火災 169件、流出 434件）をピー

クとし、その後はほぼ横ばいの状況が続いています。平成 29 年中の事故件数については、火災事故が

195件（前年 215件）と減少し、流出事故が 369件（前年 356件）に増加、合計が 564件（前年 571件）

となり、前年に比べて 7件減少しています。 

また、火災事故のうち、死者が発生する等の重大事故は 9件、流出事故のうち、河川等の事業所外へ

広範囲に流出する等の重大事故は 80件発生しています。 
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(注) 事故発生件数の震度６弱以上（平成８年９月以前は震度６以上）の地震により発生した件数を除いています。 

● 平成29年中の危険物施設における火災・流出事故の発生要因 

● 危険物事故防止対策 

１ 保安教育の充実による人材育成・技術の伝承 

原理原則の理解（know-why）、事故事例や良好事例の共有、活用方策の確立等が重要。 

２ 想定される全てのリスクに対する適時・適切な取組 

各部門間の連携強化。リスクアセスメンによる適切な対応・事故の未然防止が重要。 

３ 企業全体の安全確保に向けた体制作り 

経営層が安全優先の方針を社内に発信し、安全確保方策が実施される体制を整備する。 

４ 地震・津波対策の推進 

  事前、事後の地震・津波対策の検討。避難場所、避難経路の確認。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ▲ 彦島製錬自衛消防隊              ▲ コベルコ鋼管株式会社 
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去る7月21日(土)、下関市消防局において「下

関市消防操法大会」が開催されました。 

この大会は、消防団員や自衛消防隊員が火災現

場において消火活動を迅速に行うための基本とな

る消防操法を競技として公開するものです。 

消防団17チーム、会員事業所から自衛消防隊

10 チームが出場し、連日積み重ねてきた訓練の

成果を競いました。 

成績は次のとおりです。 

【ポンプ車操法の部】            【小型ポンプ操法の部】 

優 勝  彦島製錬自衛消防隊        優 勝  コベルコ鋼管株式会社Ａチーム 

準優勝  下関三井化学自衛消防隊      準優勝  コベルコ鋼管株式会社Ｃチーム 

第３位  株式会社ブリヂストン下関工場 
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電子メール送信のお願い 

下関市防災協会では、今後の資料提供等にメール

を活用しております。会員事業所様のメールアドレ

スを把握するため、当協会宛にメール送信をお願い

しております。 

メール送信のお済でない事業所については、事業

所名を入れてメールの送信をお願いします。 

sbk2339114@chic.ocn.ne.jp 


